
理 科 学 習 指 導 案
６月２２日（木） ４校時 ３年４組（パソコン室） 指導者 岡田浩典

１ ねらい 運動の規則性をとらえる

○ 運動と時間・速さ・移動距離との間の関係を見いだすことができる。

○ 見いだした規則性を日常生活と関連づけてとらえることができる。

２ 教 材 物体の運動

３ 学習のとらえ方

(1) 力と運動を正確に関連づけてとらえている生徒は少ない。

生徒はすでに、力には大きさ、向き、作用点の３つの要素があること、物体に力がはたらく

と物体の様子が変わること、２力のつり合いの条件などを学習している。

生徒は、日常生活で直線運動、回転運動、落下運動、往復運動などの様々な運動に接してお

り、運動には速さや向きの変化があることに気づいているが、それらの原因が力であることに

気づいている生徒は少ない。また、運動に力が関係していることに気づいていても、動いてい

る物体には、その向きにいつも力がはたらき続けているという誤ったとらえ方をしている生徒

もいる。これは、運動している物体のもつ速さとはたらく力との関係がはっきりしておらず、

速さの向きと力の向きを混同している結果生じるものである。

このように、生徒は運動の速さや向きの変化と力の関係に気づきはじめているが、これらの

関係を正確にはとらえていない。

(2) 運動の規則性をとらえることにより、力と運動の関係をつかむことができる。

私たちの身のまわりでは、速さが変化したり、一定の速さで動いたり、回転したりする様々

な物体の運動を目にすることができる。物体の様々な運動の学習は、速さが変化していく物体

には必ず力がはたらいていることや一直線上を等速で動いている物体には力がはたらいていな

いことなど、すでに学習している力の概念を基盤にして展開していく必要があるととらえる。

運動の単元は、時間、速さ、移動距離などの物理量の間の関係に気づき、等速直線運動では

速さが一定であることや時間と移動距離は比例すること、斜面の運動では時間と速さは比例す

ることや移動距離は時間がたつと急に増すことなどの規則性を見いだすことができる素材であ

る。また、加速度ということばは扱わないが、物体に一定の力がはたらくことにより速度が一

定の割合で増加するという規則性を定性的につかませることもできる。

このように、運動の規則性を発見することにより、力と運動を関連づけることができる。最

終的には、エネルギーの学習と関連づけてとらえる。

(3) 様々な物体の運動の解析から運動の規則性をとらえさせたい。

この単元では、物体の運動の観察、実験をとおして、物体の運動の規則性を理解するととも

に、日常生活と関連づけて運動を考えることが大切になる。見いだした規則性を身近な生活と

関連づけることにより理解がさらに深まると考える。まず、乗り物やスポーツなど身近な運動

を観察し、物体の運動には速さと向きがあることに気づかせる。次に、観察、実験をとおして

運動を記録し、その運動を解析することにより運動の規則性をとらえさせたい。

本時は、斜面を降りる運動の規則性をとらえさせる時間となる。重さや斜面の角度などの条

件を変化させた場合の運動のようすもつかませたい。扱う運動はビデオカメラの映像としてコ

ンピュータの画面上でリアルタイムに観察しながら解析を行わせる。ソフトは、フリーウェア

の映像再生ソフトやルーラーソフトを使用する。実際の運動をこま送りで観察しながら解析を

行うので、運動のようすを直感的にイメージすることができるはずである。

４ 学習計画

( ) 運動の要素に気づき、運動の調べ方をつかむ。 ２時間1
、 。 （ ）( ) 様々な運動を解析し 運動の規則性をとらえる ５時間 本時2 3/5



５ 本時の学習指導

( ) 主眼 斜面を降りる運動のビデオ映像解析から、時間、速さ、移動距離、斜面角度、重さなど1
様々な物理量との間の関係をとらえる。

( ) 授業の過程2

学習内容 および 学習活動 教 師 の 手 だ て

① 本時の学習課題をつかむ。 ① 実際に斜面を下りる運動を見せながら、本

時は映像を解析して運動の規則性をとらえる

斜面を下りる物体の運動を調べよう。 ことを告げる。

② 実験結果の予想を発表する。 ② 力がはたらいていない物体の運動の学習を

思い出しながら考えさせる。

・時間と速さは比例関係になるだろう。

・時間とともに移動距離の変化が激しくな ・ 時間と速さ、時間と移動距離の関係を思い

るだろう。 出させる。

・速さの変化はおもりの重さに関係しない ・ 斜面の角度や物体の重さが新たな物理量で

だろう。 あることを告げる。

・斜面の角度で速さは変化するだろう。

③ 映像解析の仕方を確認し 班ごとに実験する ③ 映像を解析する上での注意点を告げる。、 。

・ ルーラーを斜面にそ

って移動するように指

示する。

・ 物体の測定位置を決

めて、計測条件を統一

して行うように指示する。

・ 指示されたコマ数で行うように注意する。

・ 結果をグラフに表して考えさせる。

④ 実験結果から時間と速さ、時間と移動距離、 ④ グラフをもとに時間、速さ、移動距離を関

速さと重さとの関係を見いだし発表する。 連づけて考えさせる。

・ 定性的に関連づけさせる。

・一定の割合で速さが変化する。 ・ 簡単に、空気抵抗は空気との接触面積が大

・移動距離は時間がたつと急に増す。 きいほど強く、速さとともに増加すること

・速さの変化は重さにあまり関係しない にふれる。

○ それぞれの物理量を関連づけて考えること

ができたか。

ルーラーソフト


